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常陸秋そば（桜川市富岡地内）
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　　　　決算認定
徹底検証！　市税の使い道
平成27年度
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第 3回定例会号

平成28年11月１日

市議会
だより

さ
く
ら
が
わ

当市ホームページの
市議会情報ページへ
アクセスできます。

議会広報特別委員会（改編前）
委員長 萩原　剛志　　副委員長 榎戸　和也

委　 員 市村　　香　　委　 員 菊池　伸浩

委　 員 大山　和則　　委　 員 谷田部由則

発行責任者　議　 長 　高田　重雄

　広域連携バスの実証実験運行が
始まり、真壁地区からつくば市内へ
バスでアクセスすることが可能に
なりました。
　４月からの本格運行に向けて、地
域の皆様が利用しやすくなるよう
に、これから検討していきたいと思
います。
　さて、改選後、桜川市議会は２
年が経過し、折り返し地点となりま
した。９月 28日に臨時議会が開か
れ、議長、副議長が選出され各常

任委員会の委員構成も変わり、新
たな議会がスタートしました。私た
ち議員は、議会改革を含め桜川市
の将来に向け、市民の皆様の目線に
立ち、市民の代表として、公平・公
正な立場で議案を審議し、質問を
しています。そして、
その内容を「わかり
やすく・読みやすく」
をテーマに、議会だ
よりの作成に取り組
んでいきます。

　8 月

 ５日  文教厚生常任委員会視察研修

12日  議会運営委員会

19日  建設経済常任委員会

22日  議会運営委員会・議会全員協
議会・文教厚生常任委員会

30日～９月９日　第３回定例会

　9 月

 ６日  総務・文教厚生・建設経済常
任委員会 

 ９日  議会運営委員会・議会全員協
議会

　 28日　 第１回臨時会・議会運営委員
会・議会全員協議会

　10 月

14日  議会全員協議会・議会広報特 
別委員会

20日  議会広報特別委員会

議会日誌編集後記

　次の定例会は

12月６日（火）
開会予定です。
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